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Ⅰ. はじめに
１. 地理学と文学の結びつきについて
文学作品をはじめとする芸術作品を用いた ｢場
所｣ に関する論考を早くから行っていたのは､ 文
芸評論家である奥野 (1972) や前田 (1992) であっ
た｡ 奥野は､ 文学者の作品の数々にはその作品自
体のイメージを支えていくものとして文学者自身
の自己形成空間が強く投影されていることから､
それが文学にとっていかなる意味を持っているの
かということを示した｡ 文学を一つの芸術作品と
して成立させていくための ｢原風景｣ (奥野の造
語) を現代の日本人に中に眠る深層に深く決定づ
ける幼年体験や原イメージに求め､ また過去の歴
史的空間から現代の都市空間への考察を展開した｡
文芸評論家による文学の視点の著書であるが､ 文
学作品を参考資料とした空間や場所についての考
察という点から､ 地理学的な要素も含有するもの
であった｡
文学の分野では､ テクスト論をはじめとする文
学批評理論の体系化が進んでいた｡ それは単なる
作品に限定された鑑賞ではなく､ 知の冒険として
の文学とされるものであった｡ 地理学的な方法論
と文学的な方法論との関係を検討すると､ 地理学
と文学は意外にも近い位置を示していることが明
らかにされた｡ こういった点に着眼して､ 文学作
品をはじめとした芸術作品を一つの資料として､
空間や場所を考察する研究が次第に重ねられるよ
うになる｡
福田 (1991) によると､ 文学作品をはじめとす
る芸術作品を用いた研究は､ 地域地理学的な研究
と人文主義的な研究の二つに分類される｡ この二
つの分類は､ 実存する (もしくは過去において存
在していた) 特定の場所や地域に対する考察があ
るのか､ それとも主体 (作家自身) によっての場
所との密接な関係や関連を追究するものであるの
かという点を対照軸として定めたものである｡
地域地理学的な従来の研究としては､ 青山
(1985) や内田 (1989) といった論文で代表され
る｡ 前者は､ 作家である宮沢賢治の故郷である岩
手県という場所に焦点をあて､ その ｢場所イメー
ジ｣ を考察し､ 宮沢賢治の著書の中から故郷を舞
台とした作品 『グスコーブブドリの伝記』 を例に
考察している｡ また後者は､ 軽井沢でどのように
して ｢高級避暑地・別荘地｣ というイメージが形
成されて､ 一般的に定着するようになったのかと
いう過程を考察している｡ その際に､ こちらは一
人の文学者に定めずに､ 複数の作家の作品や雑誌
類等を参考にしていくことで､ 時代別に軽井沢と
いう場所の経過の観照を行っている｡ それは､ 文
学を含む芸術作品の数々の多くがある特定の場所
に対するイメージへの働きと相互性は､ 一般社会
において定着された場所イメージが作品中に用い
られる場合と､ 作品で提示していくことによって
そういった特定の場所に対しての場所イメージが
定着していく場合の､ 二つに分類されることを示
唆するものであった｡
これに対し､ 人文主義的な従来の研究としては､
TuanやRelphが行ったように､ 現象学的な観点を
含有させ､ 文学作品を基として参考にしていくこ
とで ｢人間と環境の相互性｣ を追究したものであ
る｡ 従来の研究としては､ 福田 (1991) で代表さ
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れる｡ 福田は､ ここで林芙美子という人物とその
中でも代表作の 『放浪記』 という作品から､ 本人
の生涯を捉えていった｡ 芙美子自身が ｢放浪｣ を
繰り返す人物ということに着眼し､ 出会った (訪
れた) 場所に対してどのように捉えて表現するま
でに至ったのかということから場所との関連性を
考察している｡ 前述した地域地理学的な研究とは､
こちらはあくまでも主体 (作家本人) による場所
との関連性を論じている点で大きく異なる｡
２. 研究の視点と目的
第１節に記した分類によると､ 本稿は後者の人
文主義的な研究に属する｡ ある特定の作家という
人間と場所との関連性を示していくように､ 筆者
もまた同様にある文学作品を記した作家とまたそ
の舞台とされる場所との関連性の考察を試みる｡
本稿は､ 三浦綾子という作家を取り上げ､ また
本人の作品を資料として扱っていくこととする｡
三浦綾子という作家を選定した要因は､ 二つある｡
一つは､ 三浦綾子の作品である小説の大半が自身
の経験や生涯の中で起こった出来事を題材にして
いるものが多いという点｡ 二つ目は､ 自分自身の
故郷を舞台とした作品が多いという点である｡ 小
説という､ いわば創られたもの (フィクション)
でありながらも､ 自身の体験やそして故郷を舞台
とした作品が多いということに関して､ その当時
や現在にも続く北海道のイメージを考察するうえ
での大きなてがかりとなるといえよう｡
三浦綾子は､ 1922年北海道旭川市に誕生してよ
り､ 入院による移転を除けば､ 没年である1999年
まで生涯を北海道旭川で過ごしている｡ 1964 (昭
和39) 年に､ 朝日新聞主催による懸賞小説に作品､
『氷点』 が当選することによって文壇デビューし
た､ それまでは全くの無名であった作家である｡
キリスト者 (プロテスタント) でもある三浦綾子
は､ 原罪救済といったテーマ (人間は生きている
ことそれ自身が罪深いことであること) を根本と
して自身の文学の世界の中心に位置付け､ そこか
ら ｢人間はいかに生きていくべきであるのか｣ と
いう問いかけが作品全体を通じている｡ そういっ
た作品を書き上げていることからも､ 三浦綾子と
いう作家､ そしてその作品については､ 国文学の
世界で宗教観 (キリスト教観)､ とりわけ聖書の
内容と結びづけた研究が今日までなされてきてい
る｡ そのなかでも黒古 (1994) と上出 (2001) が
代表的である｡ 両者のうち､ 上出は三浦綾子の作
品全体を純粋なる国文学の視点で解釈しているの
に対して､ 黒古は国文学の視点に加え､ 場所との
関連性についても言及している｡
しかし､ これまでの研究はあくまでも国文学的
な視点の研究に基づいたものであり､ それを超越
した作品の舞台とする ｢場所｣ にのみ深く追究さ
れたものは未だ存在していない｡ こういった点に
着眼し､ 三浦綾子自身にとっての北海道 (とりわ
け旭川) がどのような場所であったのかという点
を明白にしていくことが本稿の目的となる｡ 三浦
綾子は､ 執筆活動を行っていく行為自体を､ 伝道
や信仰を深める行為そのものと考えていたことか
らも､ ここでは三浦綾子自身が信仰するキリスト
教 (プロテスタント) に対しての信仰心と絡め､
小説の舞台と設定された北海道 (旭川) がこのキ
リスト教への信仰心と何らかの繋がりがあるので
はないかという仮説のもとに考察する｡ また､ 実
際に三浦綾子自身が､ どのような思いで舞台設定
にあたったのか等については､ 本人の著書を参考
にすると共に､ 夫である三浦光世氏の三浦綾子自
身を語った著書､ および光世氏に直接行った取材
の証言をもとにする｡
処女作 『氷点』 をはじめ､ 作品の多くは故郷で
ある旭川や北海道を舞台に設定していることが大
半である｡ 福田 (1991) の林芙美子と比較すると､
林芙美子自身が ｢放浪｣ を繰り返す地に根差さな
い者であるのならば､ 三浦綾子自身は､ それに相
反する全くの地に根差した者となる｡ 福田は､ 林
芙美子を例に ｢放浪｣ を繰り返す者であればある
ほど､ 地に根差さなければなるほど､ 自身にとっ
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ての ｢故郷｣ というものの概念や思い (憧れに類
似する感情) がより強くなると述べている｡ では､
三浦綾子のような地に根差した生活を送る者にとっ
て､ ｢故郷｣ である場所はどのような考え方のも
とに成り立つのか｡ ｢故郷｣ を離れることをせず
に暮らす人間にとっての ｢故郷｣ というものの捉
え方はどのようなものであるのだろうか｡ 作品を
執筆するに当たり､ 北海道を如何なる観点で記し
ていき､ また何故北海道という場所が三浦綾子の
導いたのか｡ こうした疑問を解決することが､ 本
稿の目的となる｡
Ⅱ. 三浦綾子の生涯と作品
１. 三浦綾子の生涯
(1) 幼年少期～女学校期
三浦綾子は､ 1992 (大正11) 年に北海道旭川市
に次女 (第五子) として生まれた｡ 1928 (昭和３)
年の６歳の時に市内に引っ越し､ ８歳の際に､ 三
浦綾子の人生に多大な影響を与えるクリスチャン
の前川氏一家が三浦家の隣に引っ越してくること
によって前川正と出会う｡ 翌年に前川一家は引っ
越してしまい､ 正とは一度離れた関係になるが､
この一家の影響からこの年の夏から一年間旭川六
条教会の日曜学校に通うようになる｡ これがはじ
めて三浦綾子自身がキリスト教 (プロテスタント)
に触れた契機となる｡ 1932年 (10歳)､ 再び市内
で三浦一家は引っ越しを行い､ この頃から三浦綾
子は読書に対しての関心が高まるようになる｡ ま
た､ 長兄の家業を手伝い､ 早朝の牛乳配達を始め､
７年間継続して行う｡ これは､ 後の作品 『氷点』
のストーリーの中に､ ヒロインである陽子が早朝
の牛乳配達を行う場面が登場するが､ この時の経
験を反映させている｡
1933年 (11歳) になると､ 初めての小説 『ほと
とぎす鳴く頃』 を執筆した｡ 1935年 (13歳) には､
旭川市立高等女学校に推薦入学をする｡ 同年の６
月24日には､ 実妹である陽子 (６歳) を結核によ
り失う｡ 妹を失った悲しみは非常に大きく､ ほと
んど人と話さない日々が続く｡ 妹に対しての感情
が大きかったことが､ 後に三浦綾子自身の作品
『氷点』 で､ ヒロイン役の少女に実の妹と同じ名
の ｢陽子｣ と名付けたことに表れている｡ まだ幼
くしていのちを失った妹を､ 作品の中で同じ年齢
の少女を登場させることで､ 命を吹き込んでいた
ようである｡
(2) 女学校卒業後～教師生活期
1939年 (17歳) には､ 高等女学校を卒業し､ 同
年の４月から空地郡歌志内公立神威尋常高等小学
校に代用教員として赴任するようになり､ 翌年に
は正規教員として教壇に立つようになる｡ この歌
志内の経験は後の最後の作品である 『銃口』 に生
かされている｡ 1941年９月には､ 旭川市立啓明国
民学校へと転勤し､ 12月８日の米英宣戦布告の時
の経験は自身の自伝小説 『道ありき』 にも深く記
述されている｡ 教師生活の経験は､ 作家人生を歩
むようになった三浦綾子にとっても大きな影響力
を齎すものであった｡ 1942年､ 後の婚約者である
西中一郎と出会う｡ 1945 (23歳) 年８月､ 日本は
戦争に敗れ無条件降伏となり､ 翌年､ 国家の欺瞞
や教育の過ちに憤りを感じ､ 教師を退職する｡ こ
の際のことも､ 自伝小説である 『道ありき』 にそ
の時の心情とともに深く記述されている｡
また､ 同年の４月には西中一郎との結納が行わ
れようとするが､ 当日昏倒し､ ６月には肺結核と
なり､ 市内の療養所に13年間に及ぶ療養生活が始
まることとなる｡ この13年間という長い療養生活
は､ 三浦綾子にとって単なる苦しみの時期ではな
く､ 後に訪れる作家人生に多大な影響を与えるこ
ととなる｡
(3) 療養生活期－前川正との再会－
1948年 (26歳)､ 再度結核診療所に入り､ ここ
で結核療養者の ｢同生会｣ 書記を務める｡ そして､
同年12月に同様に結核患者となった幼馴染の前川
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正と再会が果たされることとなる｡ この再会を機
に､ 前川正との交流が再開される｡ 翌年､ 西中一
郎との婚約を解消しようと西中の住む斜里へと向
かった際に入水自殺未遂を図った｡ この時の三浦
綾子は､ 病室で飲酒や喫煙をし､ 他の男性複数と
二重婚約をするなど捨て鉢な暮らしであった｡ こ
の時の綾子を救おうとしたのが前川正であり､ 正
の根気よい立ち会いのもとに､ 次第に綾子は改心
していくようになる｡ そして､ 彼の影響から聖書
を読み始め､ キリスト教に感心を示すようになり､
1952年 (30歳)､ 西村久蔵の導きのもと病床受洗
する｡ 綾子は前川正と後に婚約を果たし､ 改心が
進んでいく中で､ 1954年に正を失う｡
(4) 三浦光世との出会い～結婚後
悲しみに暮れた三浦綾子は､ それから一年間あ
まり､ 殆ど人に会うことがない日々を送るが､ 翌
年の1955 (33歳) 年､ 夫になる三浦光世と出会う｡
当時の光世は失ったばかりの前川正と非常によく
似ており､ 周囲の人間も間違えてしまうほどであっ
た｡
前川正を失った悲しみに悩まされながらも､ 三
浦綾子は次第に三浦光世に心惹かれるようになり､
1959年に結婚､ 同年の９月には層雲峡に新婚旅行
に向かった｡ この時の新婚旅行の様子は､ 夫であ
る三浦光世の著書である 『綾子へ』 (2000) で記
されている｡ この時の感動から､ 層雲峡が舞台と
して登場する作品は何作あり､ デビュー作である
『氷点』 でも使用されている｡ その層雲峡からの
眺めは､ 三浦綾子にとっても格別なものであった
に違いない｡ 結婚してからも､ 長い療養生活から
あまり体調のよくない綾子にとって､ 旅行は一大
事だったが､ 長い療養生活とは異なる風景を新鮮
な気持ちで感じ取ろうとしていたのであろう｡
1961年には雑貨店をはじめ､ この行為自体も伝道
と考えて行っていた｡
そして1964年 (42歳)､ 朝日新聞主催の懸賞小
説に 『氷点』 が入選し､ 一躍脚光を浴び作家とし
ての人生が開けることとなった｡ 作家としてデビュー
してからは､ 自身の体調と戦いながらも77歳で没
する1999 (平成11) 年まで止めることなく書き続
け､ 『塩狩峠』 や 『泥流地帯』 や 『銃口』､ そして
歴史小説 『細川ガラシャ夫人』 などの代表作をは
じめとし､ 小説以外にも随筆や自伝小説､ 歴史小
説､ 語録､ 童話などのジャンルで70作品以上を世
に送り出した (表１)｡
２. 三浦綾子の作品
本稿では三浦綾子の作品の中でも一番多く執筆
された小説を資料として取り扱っていくこととす
る｡ 第1節で述べた三浦綾子の生涯を踏まえて､
彼女の小説にどのように反映されているのか､ 小
説の構成と共に考察していく｡
三浦綾子の小説は､ 北海道 (とりわけ旭川) を
舞台とした作品が多い (表２)｡ その中でも､ 三
浦綾子自身や三浦綾子の夫である三浦光世氏の心
に残る作品は､ 処女作である 『氷点』､ 『塩狩峠』､
『泥流地帯』､ 最後の長編小説 『銃口』 とされてい
る｡ そこで､ 以下この４作品とその続篇を含めた
６作品について概観してみる｡
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表１ 三浦綾子が作品の執筆にあたって取材のために訪れた場所
(『生きること許すこと 三浦綾子文学アルバム』 北海道新聞社 を参考に
筆者による作成)
表２ 三浦綾子が北海道を舞台とした主な作品
(筆者による作成)
(1) 『氷点』 『続氷点』
処女作である 『氷点』 (1965) は､ 実際には1963
(昭和38) 年の一年間で書かれた作品である｡ ス
トーリーは､ 自身の小学校と女学校の際に遠足と
して向った場所でもあり､ 夫である光世が営林局
の職員としても勤めていた旭川市の神楽見本林を
主な舞台設定ではじまる｡ 病院を営む一家の６歳
の少女がある日､ 母親の過失により､ 何者かによっ
て誘拐され､ 殺される｡ 自殺した誘拐犯の娘を､
殺された娘の身代わりとして育てるものの､ ある
日その少女は､ 誘拐､ 殺人犯の子供であると知っ
てしまう｡ その衝撃的な事実 (後に､ それは間違
いであることが明らかになるが) に苦悩し､ 少女
は自殺未遂を図る｡ 実の娘を殺された犯人の子供
を育てていくという､ 衝撃的な題材をメインとし
て､ 人間の ｢原罪｣ (人間がこうして生きている
こと自体が罪であるということ) を､ 問うもので
ある｡
また､ その続篇として､ 三年後に発表された
『続氷点』 (1968) では､ どうにか一命をとりとめ
た少女は､ 犯人の子供ではないという真実を知る
が､ それでも不義の子供としてこの世に生れて来
たという事実に再び苦悩する｡ そしてその少女の
実母も登場し､ 母親もまた､ 自分の過去に犯した
過ちに苦しむ｡ そうした中で､ その少女の再生を
描写するというストーリーで展開された作品となっ
ている｡
前作の 『氷点』 のテーマが､ 『原罪』 とすると､
『続氷点』 は､ それを受けての 『ゆるし』 がテー
マとなっている｡ 両作品とも､ この人間の根源を
問う作品であった｡
『氷点』 のヒロインとなる少女の名前 『陽子』
は､ すでにふれたように､ 三浦綾子の実妹で幼く
して亡くなった ｢陽子｣ からきている｡ その設定
に関しては 『私にとって書くということ』 (2002)
でも語っている｡ そして､ 自分自身の子供を殺し
た犯人の子供を引き取って育てていくというストー
リーの展開は､ 三浦綾子の知人に起こった事件か
ら着想が得られており､ そのことは光世の著書
『三浦綾子創作秘話』 (2006) で語られている｡
(2) 『塩狩峠』
作者の代表作であるこの作品は､ 明治に東京に
生まれ､ キリスト教が邪教だと祖母から教えられ
て育った少年を主人公とする｡ 祖母の急逝の後､
少年は死んだと聞かされていた母親に会い､ 母親
はキリスト教を信仰するが故に､ 祖母から勘当さ
れていたことを知る｡ 青年となり北海道に渡った
親友と同じ炭坑鉄道に就職し､ その親友の妹の影
響によりキリスト教へと導かれ受洗する｡ そして､
いつしか恋に落ち､ 二人はついに結納の日を迎え
るが､ 相手の元に青年が一人向かう途中､ 乗った
汽車が塩狩峠の頂上に近づいた時に､ 車両は汽車
から離れ､ 暴走する｡ この速度ならまだ止められ
ると判断した青年は､ 線路に身を投じ､ 自身の体
をもって車両を止める｡ 真っ白な雪の上に鮮血が
飛び散り､ 話は終結する｡
この作品は､ 三浦綾子自身の経験ではなく､ 実
際に起こった事件を題材に執筆されたものである｡
明治42年２月28日に塩狩峠で鉄道事故によって殉
職した長野政雄氏をモデルにして､ 創られた作品
である｡ モデルとなった長尾政雄氏は､ 三浦綾子
自身が通う旭川六条教会に通う会員でもあった｡
キリスト教者である三浦綾子にとって､ 長野政雄
氏の殉職という人物の信仰に感動し､ この小説を
書きはじめたのは､ 勿論のこと､ 実際に起こった
事件､ 若くして殉職した青年を描くことで､ 自ら
のキリスト教への信仰心や伝道へとつなげていく
こととしていた｡
(3) 『泥流地帯』 『続泥流地帯』
この２つの小説は､ 上富良野町の開拓農家の兄
弟について物語が展開されていく｡ 1926 (大正15)
年の５月24日､ 十勝岳爆発による泥流は､ 上富良
野という土地や人間､ 動物の命とすべてを残酷に
も押し流す｡ 硫黄を含む大量の泥と流木､ 反対派
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の暗躍に復興は困難を極めながらも､ 村長らと復
興に全力を尽くしていく｡ ｢なぜ正しい者にも苦
難があるのか｣ という前に､ この兄弟は虚無的に
もなるが､ 遂には稲が実り､ これまでに尽くして
きた成果が実る｡ この作品は､ ｢試練だと受けと
めて立ちあがった時に苦難の意味がわかるんじゃ
ないだろうか｣ という､ 主人公の一人である青年
の言葉にテーマが示されている｡
この作品は､ 北海道の過去に起きた､ 三浦綾子
が生存中の1926 (大正) 年５月24日の十勝岳十勝
岳大爆発の惨事をもとに創られた｡ 自身の著書
『わたしにとって書くということ』 (2002) では､
この作品の執筆するにあたって､ 十勝岳山麓を襲っ
た泥流の惨事を小説化することは､ もっとも難し
いことであった､ 殊に農村地帯の日々を描くとい
うことは農を知らぬ私にとって､ 絶壁をよじ登る
ような困難な業であったと語っている｡ 三浦綾子
の生涯を辿ってみても､ 農に触れた部分は全くな
いことから､ 農に関する知識のない三浦綾子にとっ
ては､ 作品執筆にあたっても､ 特に困難な作品で
あったようである｡ 実際に過去に起こった大きな
惨事であるだけに､ 大量な資料も残されているこ
とから､ 作品をどのようなかたちで構成に導くか
といった点も至難の業であったはずだ｡ そのため､
執筆するにあたっての取材は､ とりわけ念入りに
行ったようである｡ このような困難な作業になる
と事前に解っていながらも､ 作品執筆に打ちこむ
ことが実現できたのは､ 実際に起こった惨事､ 自
然災害を題材にしたものからくる厳しさというも
の､ 自然と人間の共存､ そして何も罪のない正し
い人間の前に試練が押し寄せて来た際の人間の無
力さから立ち向かう精神といったものが､ 自身の
信仰するキリスト教への伝道であったに違いない｡
そうした困難な中で書き上げられた作品であるか
らこそ､ 沢山執筆してきた作品の中でも､ 愛着が
生まれるのである｡
(4) 『銃口』
『銃口』 (1994) は 三浦綾子最後の長編小説で
ある｡ この作品は､ 教師を志す少年を主人公にス
トーリーが展開されていく｡ やがて､ 少年は青年
となり､ 昭和12年に教師となる｡ 教育に情熱を傾
けていくが､ 生活綴方教育の集会に出席したこと
からくる治安維持法違反で拘留されて教師を強制
辞職する｡ そのような最悪の状況下の中で更に悪
が重なり､ 赤紙が届く｡ 昭和20年満州で敗戦し､
逃避行中に朝鮮満州国境付近で抗日義勇軍の一帯
に捕えられる｡ しかし､ その抗日義勇軍隊長は､
かつて日本でタコ部屋から逃亡中に主人公である
青年とその父によって助けられた朝鮮人であった｡
その抗日義勇軍隊長は､ 隊員たちの銃口をおさめ
させ､ 青年たちを日本に送り届ける｡ そして青年
は､ 戦友の死の報を聞くことで､ 再び教師として
教壇に立つことを決意するところで話は終結する｡
昭和という時代を背景に､ 子供たちの生活綴方の
言葉とそれを抑圧する国家の暴力を対峙させ､ 困
難な状況下の中で人間として生きることの意味と
希望を語る三浦文学の集大成である｡
この作品の題材は､ 1940年実際に起きた綴方教
育事件・北海道綴方教育連盟事件を題材にしてい
る｡ この事件は､ 小学校教員への共産党の影響力
を兼任した治安当局が山形県で綴方教育 (子供た
ちに身近な生活を書きつづらせて､ ものの見方や
考え方､ 感じ方を育てることにより文章力を高め
る教育) の指導内容が左翼的だという理由で綴方
教育の指導を検挙された事を指す｡ その動きは全
国にも波及し､ 現職の公立小学校の教師約300名
が拷問されるなどによる厳しい取調べで共産主義
の自白を強要された事件である｡ 北海道でも治安
維持法違反によって同年11月から翌年の１月まで
に50名以上の教師が検挙されている｡ 太平洋戦争
直前の特高警察による思想弾圧である｡ この題材
をもとに､ この作品は窮地に追いやられた際の人
間のエゴイズムや､ そのような状況下の中で困難
に立ち向かって生きようとする人間の根源を説く
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ことをテーマにしている｡
高野 (1999) が､ この作品の目的は三浦綾子が
ひとりの人間として､ ひとりのキリスト者として､
そしてひとりの作家として､ 深い責任感にうなが
されて､ 国家権力と民衆の関係を明らかに問いか
け明らかにすることであったと語っているように､
この作品もまたキリスト者としての使命感や伝道､
信仰心に基づくものであった｡
そして､ この作品の題材には､ 三浦綾子自身の
教師生活期 (歌志内での) の体験にも基づいて書
かれている｡ 作品の中にも歌志内の教師時代に目
にした歌志内の風景を作品に織り込ませている｡
また､ 実際に､ 教師期の綾子は､ 戦争による国家
からの定められた教育に欺瞞や憤りを何度も感じ
ていたことが､ 自身の自伝小説 『道ありき』 にも
記されている｡ 教師生活の先に､ 生徒に毎日日記
を宿題として自由に書かせていたこともまた事実
であり､ こうした実体験を過去の歴史的背景に織
り込ませて記していくことによって､ 自分自身が
当時実現することができなかったことを､ 作品と
して終結し､ 願いが込められている｡
以上､ 三浦綾子の作品の中でも代表作とされる
６作品について､ 三浦綾子の生涯と照らし合わせ
て述べた｡ これからもわかるように､ 実際に三浦
綾子自身も体験した､ 北海道や日本の過去に起き
た事件などの歴史的背景や自身の実体験を題材に
しているものが多い｡ そうした､ 事件や歴史的事
実､ 自身の経験を織り込ませていくこと自体を､
キリスト教者としての信仰を深める行為や伝道と
考えていたのである｡
Ⅲ. 他の文学作品から見る北海道のイメージ
北海道を舞台に設定した文学作品は､ 三浦綾子
の作品以外にも少なくない｡ 文学者たちは､ 北海
道という地に訪れ､ 自身が感じ取ったものを､ 作
品に織り込ませてきた｡ また､ 北海道を実際には
訪れていなくとも､ 北海道に対して､ 何らかのイ
メージを抱き､ 自分自身の作品の構成に何らかの
意図を持ちあわせることで作品の舞台としてきた｡
北海道を舞台にした文学作品は多いが､ これら
を分類すると大きく二つに分けられる｡ 一つは､
日本の中でも独特の気候 (寒さ) や地理的配置か
ら導き出される厳しさといった ｢暗・陰のイメー
ジ｣ であり､ もう一つは､ 日本の中でもまで歴史
の浅いということや､ 開拓された場所でもあるこ
とからの新しいという ｢明・開のイメージ｣ であ
る｡ この二つの相反するイメージが実際にどのよ
うにつくられているのかという点に関して､ 実際
に北海道を舞台にした作品と照らし合わせて考察
していくこととする｡ それは同時に､ 三浦綾子の
作品の中で描写するイメージが､ はたして上記の
他の北海道を舞台とした文学作品から導き出され
る二つのイメージの延長上にあるものなのか否か
ということを解釈する上で､ 大きな手掛かりとも
なる｡ なお､ 作品の選出にあたっては､ インター
ネット (	
		

) 上の情報を
参考にした｡
１. 暗・陰のイメージ
まず､ ｢暗・陰のイメージ｣ であるが､ 何故､
このようなイメージが形成され､ 認識されるよう
になったにか､ それを象徴する5作品と照らし合
わせて考察していくこととする｡
冬が近くなるとぼくはそのなつかしい国のことを考え
て 深い感動に捉えられている そこには運河と倉庫と
桟橋と税関がある
そこでは､ 人は重っ苦しい空の下をどれも背をまげて
歩いている
ぼくは何処を歩いていようがどの人をも知っている赤
い断層を処々に見せている階段のように山にせり上って
いる街をどんなに愛しているか分らない (小林多喜二
舞台:小樽､ 1930年８月共産党への資金援助のかどで逮
捕・収監された豊多摩刑務所から救助活動をしていた村
山氏に充てられた手紙)
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季節の漁歌もなく 謎を刻む無人の断崖が続く逆光に
削る 羅臼・知床の山脈
(渡辺茂 詩集 『泥炭地層』 の中の 『オホーツク漁村』､
舞台:羅臼､ 知床)
やがて車が海岸へ出ると､ 名緒子は目を奪われた｡ 遙
かな沖に､ 黒い海の色があるにはあった｡ だが､ その黒
い帯状の海に行きつくまでには､ いちめんの氷の荒野だっ
た｡
海岸の近いあたりには､ 押寄せる流氷の圧力に砕かれ
て盛りあがり積み重なった氷塊が､ おびただしい白い岩
石の山をつくっている｡ それは､ 海というよりは､ 途方
もない規模をもった火山の､ 溶岩の累積が､ 生きに覆わ
れて展開しているかのように､ 名緒子の眼には映った｡
(船山繋 『見知らぬ橋』､ 舞台：網走)
｢雪をんな｣
…積もった雪は股を埋めた｡ 吹雪は闇を怒り､ 吠え狂っ
た｡ そしてまたゲラゲラと笑った｡ ｢どうぞお願いしま
す｡ ちょっとの間この子を抱いてやって下さい｣ この時､
この世ならぬ美しさの､ 真白な姿の雪をんなは､ 細い声
をしてこう言って自分に取りすがった
(『雪をんな』 葛西義蔵､ 舞台：芦別)
物すさまじい朝焼けだ｡ 過って海に落ち込んだ悪魔が､
肉付きのいい右の肩だけを波の上に現はしてゐる｡
その肩のような雷電峠の絶顛を 撫でたり敲いたりし
て叢たち急ぐ嵐雲は､ 炉に投げ入れられた 紫のやうな
光に燃えて､ 山懐ろの雪までも透明な藤色に染めてしま
ふ
それにしても 明け方のこの暖かい光の色に比べて､
何んと云う寒い空の風だ｡
長い夜の為めに 冷え切った地球は 今その一番冷た
い呼吸を呼吸をしてゐるのだ｡
(有島武郎 『生まれ出づる悩み』､ 舞台：岩内町)
以上の５作品は､ 時代や北海道の中でも､ 舞台
としている場所は様々ではあるが､ 北海道を記す
キーワードとして ｢重っ苦しい空｣､ ｢謎を刻む無
人の断崖｣､ ｢雪をんな｣､ ｢吹雪は闇を怒り､ 吠え
狂った｣､ 朝陽を指すものとして､ ｢過って海に落
ち込んだ悪魔｣､ ｢冷え切った地球の一番冷たい呼
吸｣ などを使用していることからも､ 全て暗く影
のあるものとして北海道を記している｡
これは､ 自然の厳しさというものが生み出され
る暗さというものが､ 作者の心中に宿っていたこ
との象徴でもある｡ その強い表れは､ ｢雪をんな｣
でも示されている｡ ｢雪をんな｣ というこの世に
物理上存在しえない幽霊が現れるのにふさわしい
場所として作者は選択したはずに違いない｡ こう
した､ 幽霊が出るほどの自然条件の厳しさから生
み出される暗さや影あるもののイメージ ｢暗・陰
のイメージ｣ が､ 北海道を舞台とした作品の中か
ら導き出される｡
２. 明・開のイメージ
その一方で､ 相反する ｢明・開のイメージ｣ を
象徴するような作品も存在する｡ 以下の５作品と
照らし合わせていきながら､ そのイメージがどの
ように構築されていったのかを考察する｡
こころに緑の森にえがき 清き湖をたたえ 明日を考
え夢を語ろう すべての人が住みよい理想の聖地を築く
ために黎明の光 東の山からのぼり わたしたちのまち
を照らし夕陽は無限にうるわしく 石狩の大平原をくれ
ないにそめるああ青春のまち 北国の象徴のまち
(『交響詩 岩見沢』 加藤愛夫,舞台：岩見沢,)
札幌は寔に美しき北の都なり｡ 初めて見たる我が喜び
は何か例へむ｡ アカシヤの並木を騒がせ､ ポプラの葉を
裏返して吹く風の冷たさ｡ 札幌は秋風の国なり､ 木立の
国なり｡ おほらかに静かにして｡ 人の香よりは､ 木の香
こそ勝りたれ｡ 大なる田舎町なり､ しめやかなる恋の多
くありさうなる郷なり､ 詩人の住むべき都会なり｡
(『秋風記』 石川啄木､ 舞台：札幌､ 明治14年)
大雪連峰をはるか右に見ながら､ ゆるやかな丘陵地帯
を車で走っている時であった｡ ｢ここまで来ると広くて
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いいな｣ と靖は言った｡ 昭和54年11月 ｢僕が生まれたの
はどんな所か行って見ようよ｣ と 私も同行した旭川で
あった｡ もう雪が降っていて､ 街路樹のナナカマドの実
が雪を被って美しかった｡
(『靖と旭川』 井上ふみ (井上靖の妻)､ 舞台：旭川)
北海道の地圖は少しばかりコチョウして小さくしてあ
りわせぬかと思うほど広大で､ 空よりも野のほうが廣い
(中略)
北海道へ来て､ 興味を持ってゐる湖はこの摩周と帯廣
の奥の然別湖であり摩周湖は自分の想像した湖よりも神々
しかった｡ 渚に人を寄せつけない孤立した湖だけに､ 地
味で雄大であった (中略)
私は此一月あまり北の旅で､ 何だか､ 湖と平野と沼地
と森林ばかり見て暮らしてゐるやうだ｡ 陽氣になりつゝ
ある｡ (中略) 生きていることは愉しいことだ
(『旅だより』 の中の 『摩周湖紀行』 林芙美子､ 舞台：
摩周湖等､ 昭和９年)
耐えに耐え 頑固に立ち直り 不屈な力に支えられて
百年の冬と夏､ 春とそして秋がくり返され ついに広い
空の下に 大地はその全貌を見せた 今 花よりあざや
かに 大地を彩る家々と耕地 そして 若く巨大で明る
い国土を想像する貌々 道はすべて 今こそ この碁石
にはじまり ここに集まる 今こそ大望を抱け 母なる
大地よ (更科源蔵 『碁石』､ 舞台：旭川)
上記の５作品からは､ こちらもまた作品が執筆
された時代や場所は様々であるが､ 北海道を記す
キーワードとして､ ｢理想の聖地｣､ ｢黎明の光｣､
｢夕陽は無限にうるわしく｣､ ｢寔に美しき北の都｣､
｢初めて見たる我が喜び｣､ ｢北海道の地圖は少し
ばかりコチョウして小さくしてありわせぬかと思
うほど広大で､ 空よりも野のほうが廣い｣､ ｢地味
で雄大｣､ ｢陽氣になりつゝある｣､ ｢大地を彩る家々
と耕地｣､ ｢若く巨大で明るい国土を想像する貌々｣
と､ ありように､ 全て広大な大地の美しさや､ そ
れを見ることによって心に宿る明るさ､ そしてこ
れから道が拓けていくような未来ある土地という
明るい前向きなものが使用されている｡ このこと
からも､ この執筆された作者は､ 北海道を描写す
るものとして明るいイメージ､ ｢明・開のイメー
ジ｣ を持って執筆にあたってきたといえ､ それら
は､ 北海道の持つイメージの構築されたものであ
るといえる｡
以上のことから､ この北海道という場所は､ 三
浦綾子以外の他の文学者の作品によると､ ｢暗・
陰のイメージ｣ と､ それに反する ｢明・開のイメー
ジ｣ に分類されることがわかる｡ これらは､ 一見
相反するようなイメージであるが､ それらの相互
性なしには存在し得ない｡ なぜなら､ 厳しい自然
条件という ｢暗｣ があるからこそ､ その条件の中
で儚げに美しい彩りを見せる情景､ ｢明｣ が形成
されるからである｡ この両者のイメージを相互に
捉えることが､ 北海道のイメージそのものを捉え
ることとなる｡
Ⅳ. 三浦綾子の作品の舞台とする場所の風景
と描写するもの
前章では､ 三浦綾子という作家以外の文学者が､
北海道を舞台に作成した文学作品が導き出す北海
道のイメージについてふれた｡ 本章では､ 三浦綾
子の作品の中で北海道を舞台にした作品の中から､
よく描写されている作品､ その中でも舞台が忠実
に判断できる部分を抽出して､ 筆者が2007年10月
８～11日に行った､ 作品の舞台とされている場所
の現地調査 (風景観察) との比較を行った｡ そし
て､ そこからその作品の中で舞台としている場所
がどのようなことを描写しているのかという点に
ついて考察を行うこととする｡
１. 『氷点』 『続氷点』 ―神楽見本林の風景―
『氷点』､ 『続氷点』 には､ ｢見本林 (みほんり
ん)｣ という林が､ 物語の始まりにかけてから全
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体を通して､ 作品の背景に多く登場する｡ この
｢見本林｣ とは､ 実際に存在する旭川営林局管轄
の ｢外国樹種見本林｣ で､ 概略は作品の中でも触
れている｡
この見本林というのは､ 旭川営林局管轄の国有林であ
る｡ 北海道最古の外国針葉樹を主とした人工林で総面積
一八・四二ヘクタールほどある｡ 樹種はパンクシャ松､
ドイツトーヒ,欧州赤松など十五・六種類もあり､ その
種類別の林が連なって大きな林となっている｡
(『氷点 上』 文庫版26ページ)
このように､ ｢見本林｣ についての詳細が具体
的に作品中でも記されているように､ 舞台とされ
た場所は実在する｡ ｢見本林｣ を実際に筆者が訪
れたのは､ 2007年10月10日 (水) のことで､ 午前
10時半から午後４時半まで滞在した｡
その日は早朝から雨が降ってあたりがうす暗く
日も射すことがなかった｡ ｢見本林｣ の周囲は住
宅街であるが､ その周囲の住宅街とはまるで別世
界への入り口でもあるように､ 見本林の入り口は
象徴している｡ 中に入ると､ 一本の道を挟み､ そ
こだけ残すようにして､ 外国樹種のマツ林が広く
広がっている｡ 入口から遠ざかれば遠ざかるほど､
人気がなくなり､ 薄暗く不思議な無気味な空間の
ように感じ､ 訪れた人間に緊張感を与える｡ 訪れ
た筆者は､ ある一定の恐怖や緊張感を持ちながら
も､ 堤防や美瑛川と続くこの一本の道へと自然と
誘導されていくような感覚に包まれる (写真１)｡
そんな様子を三浦綾子は感じ取っていたのであろ
うか｡ 作品の中にも､ こう記している｡
風は全くない｡ 東の風入道雲が高く陽に輝いていて､
つくりつけたように動かない｡ ストローブの松の林の影
が､ くっきりと地に濃く短かった｡ その影が生あるもの
のように､ くろぐろと不気味に息づいて見える｡
(『氷点 上』 文庫版５ページ)
この300メートルほどの一本道を通り過ぎ､ 堤
防を越えると､ 美瑛川の畔に辿り着く｡ ここは､
『氷点』 の作品の中での登場人物ルリ子という６
歳の幼い少女が何者かに誘拐され殺される場所で
もあり､ また､ 殺人犯の子をわが子の身代わりと
して後に引き取ったルリ子が､ 自殺未遂を起こす
場所である｡ 美瑛川の畔までいくには､ 少しばか
り道のない部分を通り抜けなければ辿り着けない
ことからも､ この ｢見本林｣ の中でも､ この場所
は隔離された場所のように感じ､ 一層薄気味薄気
味悪い空間となっている｡
堤防一面にチモシーが夕風にゆれ､ 月見草が黄色い花
を開いていた｡ だらだらと堤防を下ると､ また林であっ
た｡ ドイツトーヒの林である｡ 昼来ても､ 何か不気味な
感じのする林であった｡ 陽の沈む前の林の中はかなりう
す暗かった｡ 木の間越しに金色の空が遠く見えた｡ 山鳩
がひくく鳴いた｡ (『氷点 上』 文庫版90ページ)
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写真1 見本林入口付近
上記に記した作品中の ｢見本林｣ は､ 幼い少女
が殺される場所であったり､ また少女が自殺する
場所であったりと､ 人の ｢死｣ の場所として使用
されている｡ また､ その際の ｢見本林｣ の様子に
は､ 必ず ｢不気味｣ という言葉を用いて表現して
いることからも､ 三浦綾子は ｢見本林｣ という場
所を薄気味悪く無気味な不思議な空間と捉えてい
たことが窺える｡
しかし一方で､ 三浦綾子は ｢見本林｣ を ｢不気
味｣ な場所としてではなく､ 相反するかたちで表
現している部分も垣間見られる｡
この見本林を三百メートルほどつきぬけると､ 石狩川
の石狩川の支流である美瑛川の畔に出る｡ 氷を溶かした
ような清い流れの向こうに冬にはスキー場になる伊の沢
の山が見え､ 遥か東の方には大雪山につらなる十勝岳の
連峰が美しい｡ (『氷点 上』 文庫版26ページ)
この表現は､ 同じく幼い少女が殺された場所､
そして主人公の少女が自殺未遂を図る場所として
使用された美瑛川の畔付近を指すが､ そこには､
先程使用された ｢不気味｣ という言葉は含まれず､
相反してその情景の美しさを強調して記されてい
る｡ 筆者が ｢見本林｣ を訪れた2007年の10月10日
は､ 午後から晴れ間があった｡ 午前10時半頃は薄
暗く陽が射しこむことのなかったこの林にも､ 木々
の間から､ 陽が長く射しこみ､ 午前中の ｢見本林｣
とは､ 全く姿の変化した空間のように感じる心持
ちにさせられた｡ それは､ ｢不気味｣ といった感
覚は一切振り払われた､ 人間を包みこませてくれ
る温かい場所としても感じさせられるほどである｡
第Ⅱ章でもふれたとおり､ この ｢見本林｣ は､
三浦綾子の小学校時と女学校時の遠足の向かった
場所としても思い出の深い場所とされている｡ そ
して､ その際に向かった時の感想は､ 自身の心中
に深く刻まれるほどの強烈な印象であった｡ また
ここは､ 夫である光世氏がキリスト者としての祈
りのために､ 綾子を連れ出した場所でもある｡ 実
際に筆者が取材した三浦光世氏の証言からも､ 三
浦綾子はとても深みの感じさせる場所として印象
に残った思い出の場所として愛着を感じていたよ
うであることが明らかになった｡
三浦綾子は､ この ｢見本林｣ を ｢薄気味悪い無
気味な場所｣ と ｢人を包み込む温かい場所｣ とい
う二つの顔を持ち合わせた場所として作品中に描
いていくことで､ 『氷点』 という作品のストーリー
を大きく巧みに展開させていった｡ それは､ 人間
の表と裏､ 人間の本質を象徴している｡ 『氷点』
に登場する男性が､ 表向きはキリスト者として信
仰がありながらも､ 心中で愛する妻をひどく憎み､
隠れて復讐を試みるといった行為で表わされてい
る通り､ 人間には人を深く愛するという温かい心
があるが､ それはとても脆く､ 窮地に追い込まれ
た時や裏切られた時など､ 些細なことで簡単に消
し去られてしまう｡ 温かい部分と残酷なエゴが誰
しも隠され持ち合わせているという人間の本質を
描いていく上で､ この ｢見本林｣ という場所はか
けがえのないものであったのである｡
２. 『塩狩峠』 ―塩狩駅周辺の風景―
この作品は､ 明治24年に起こった鉄道脱線事故
による長野政雄氏の殉職をモデルに創られていて､
作中では主人公である青年が線路に飛び込み､ 我
が身をもって列車を停止させ殉職するところで終
わりとなる｡ ラストの部分で列車の脱線事故が起
こった場所は､ 上川郡和寒町塩狩峠に列車で登る
途中の急勾配である｡ 小説の中では､ 上り列車の
事故で､ 塩狩峠を登る手前の､ 和寒側に列車は脱
走したと記されているが､ 峠の勾配から判断する
と事故は旭川側方向の蘭留から塩狩間の下り線で
起こったように考えられ､ 錯覚を起こしてしまう｡
それは､ 現在の坂では考えにくいことであるから
であり､ 実際の事故については謎の部分も多い｡
作品で描かれている明治24年の風景と現在の塩狩
峠付近の風景は､ 異なる部分も多いが､ その当時
の様子が垣間見られる部分も残されていることか
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ら､ 現在の塩狩峠の風景観察を筆者は行った｡
旭川駅から､ 宗谷本線を名寄方面に向かう列車
に乗ると､ 旭川の街から次第に山の傾斜面と次第
に風景が変化していく｡ 現在であっても､ この傾
斜は決してゆるやかなものではない｡ まして､ 作
品の中で描かれる明治24年当時のことを思うと､
この土地に線路を敷くことでさえ至難の業であっ
たことを感じさせる｡ 実際に､ その模様を三浦綾
子は作品中でこのように記している｡
汽車はいま､ 塩狩峠の頂上に近づいていた｡ この塩狩
峠は､ 天塩の国と塩狩の国の国境にある大きな峠である｡
旭川から北へ約三十キロの地点にあった｡ 深い山林の中
をいく曲がりして越える､ かなりけわしい峠で､ 列車は
ふもとの駅から後端にも機関車をつけ､ あえぎあえぎ上
るのである｡ (『塩狩峠』 文庫版353ページ)
そのような急勾配を当時の列車は登るのであっ
たのだから､ このような事が起きてしまう事も考
えられなくはない｡ 現在の塩狩駅の周辺は､ 今も
なお古きたたずまいを保っている｡ 当時は､ 塩狩
温泉の創業とともに設置された駅で､ 手荷物のあ
る会をするほどの賑わいをみせたところでもある
が､ 現在は無人であり静寂な空間であるから故だ
ろうか､ 筆者一人でこの地を訪れると､ ひとりで
に当時の事故を脳裏に思い描かせてしまうような､
そんな駅である (写真２)｡
筆者が訪れた10月は､ 紅葉の時期でもあり､ こ
の駅の背景には､ 中景に黄から橙､ 赤へと次第に
濃く色づいていく木々､ そして遠景に雲が広くか
かり壮大に広がって山々の稜線が美しい｡ まるで､
一つの絵画のように､ 少しずつ角度や場所を変え
た風景が完成させられており､ 見る人間の心をそ
の美しさで踊らせる｡
塩狩駅のすぐ近くには､ この作品 『塩狩峠』 を
表す木製の碑が建てられており､ その付近に､ こ
の作品のモデルとなった長野政雄氏の殉職の地と
して､ 殉職碑が建てられている｡ 殉職碑を前にす
ると､ 当時の事故の様子が脳裏に描かれる｡ 作品
中の中では､ 真冬の雪の日の昼の設定で描かれて
いる｡ この北海道という独特な寒さの中で､ 自分
の身を線路に投じることで､ 他人の命を救ったの
である｡ あたり一面に静かに降り積もる純白の雪
の中に人間の血が滲み､ その一部分のみが赤色で
染まり､ 厳しい自然の中に身を投じた人間の儚い
命の象徴として色で表わされたコントラストが描
かれる｡ 殉職の地として名が残される場所を舞台
に作品を描くことによって､ 人間の命の儚さと尊
さを三浦綾子は､ ｢塩狩峠｣ という場所で描写し
ている｡
３. 『泥流地帯』 ―上富良野町の農村の風景―
この作品は､ 上富良野の農家の苦難に満ちた話
を描いた作品であり､ 背景にも当然ながら上富良
野町の農村の風景を織り込ませている｡ また､ 北
海道の過去に起きた､ 大正15年の十勝岳爆発の出
来事を題材として構成されている｡
筆者は2007年10月９日に､ この上富良野町の農
村を訪れた｡ その際に､ 作品の舞台としている場
所の表現と照らし合わせながら､ その地の風景観
察を行った｡
あたり一面に田畑が広がる風景である｡ それは､
写真で切り取られるような断片では当然ながら決
してなく､ どこまでもこの大地が永遠に続いて行
くかのように広大な緑がいきわたっている｡ また､
少し丘に昇り､ 高い位置から望んだ風景は､ 緑の
大地や国有林である落葉松の林､ その遠景には晴
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写真２ 塩狩駅周辺
れた日ならきれいに稜線を覗かせるであろう十勝
岳が確認できる (写真３)｡
作品中では､ その当時の噴火の様子をこう記し
ている｡
｢ドドーン｣
大音響を山にこだましながら､ 見る間に山津波は眼下
に押し迫り､ 三人の姿を呑み込んだ｡ ・・・ (中略)
バリバリと音を立てて木々が次々に濁流の中に落ちこ
んでいく｡ 樹皮も枝も剥がし取られた｡ 何百の木がとん
ぼ返りを打って上から流れる｡
(『泥流地帯』 文庫版386ページ)
実際に三浦綾子自身が作品を描く頃は､ この地
はきれいに整備されていた｡ 現在では､ 北海道の
美瑛や白金に続く美しい景勝地としても､ 全国的
に認識されている｡ 勿論､ 当時の十勝岳爆発によ
る流木や､ 石､ 荒れ果てた大地はもうその地には
存在しない｡ しかし､ この地が当時とは姿が離れ
た地であればあるほどに､ その当時の噴火後町一
つを埋め尽くしてしまうほどの荒れに荒れ果てた
大地や､ そうした中で生き抜いていく農民たちの
苦悩な生活や人生が脳裏に想像させられる｡ 作品
を執筆するにあたって取材に訪れた三浦綾子自身
も同様に､ この美しい三百六十五度が全て出来上っ
たもののようにまで感じるこの地を見て自身の脳
裏や創造に働きかけたのだろう｡
何度も噴火によって､ そこに住む人々を苦しめ､
荒廃していた土地がやがて幾多に亘る困難を乗り
越えるということは､ 人や人間や自然を含めた生
物の｢死｣と｢再生｣を意味している｡ そしてそれは､
自身の信仰するキリスト教への信仰心の表れとも
いえる｡
４. 『積木の箱』 『果て遠き丘』
―旭川常盤公園の風景―
この２作は､ 両者とも旭川市中心部にある常盤
公園という公園が作品の中で､ 舞台の一場面とし
て登場する｡ 両者とも､ 実際に常盤公園というキー
ワードを作品の中では､ 前面に提示していること
はないが､ 三浦綾子文学記念館等でも､ 両者の作
品を舞台として提示されている｡ この二つの作品
は､ 第二章で内容等を踏まえて扱っていなかった
ので､ ここで簡単に作品のストーリーとこの常盤
公園を背景につづられた箇所をまず紹介する｡
『積木の箱』 (1968) は､ 真の教育とはいかな
るものであるのか､ それを追求していくが故に思
い悩む誠実な中学教師が主人公に話が展開されて
いく｡ 荒廃した家庭の中でやり場のない反抗心を
つのらせる中学生と､ それぞれのドラマを描きわ
けられている｡ 人間の魂の救いを大きなテーマと
して最終的にここ小説はここにいきつく｡ 現代の
教育問題を先取りし､ 居場所を持たぬ現代人の孤
独と絶望の形を浮き彫りにし､ そこから再生の道
を探る作品である｡
また､ 『果て遠き丘』 (1977) は､ 世界中で自分
だけが幸せでありたいと願う女性を主人公に話が
展開されていく｡ 他人の愛を崩壊していくことが､
楽しいゲームですら考えているによって卑劣な嫉
妬心に様々な愛のかたちがもろく崩れてゆく｡ そ
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写真３ 上富良野町の農村風景
して放縦な生のたくらみによって身をまかせたあ
げくに待ち寄せていたのは､ 真実の生きることの
意味への失望であった｡ ついに不毛な愛へと転落
していき､ 破綻の道へと落ち込んでいく女性の生
涯の足どりを描いた作品である｡
2007年10月９日の夕方に筆者は､ この常盤公園
に向かった｡ この公園は､ 千鳥ヶ池という大きな
池を中心として､ 緑が溢れる広さが約６キロ平方
メートルもある市民公園で､ 公園内には道立旭川
美術館があり､ ｢人間の森｣ ｢雄弁｣ ｢風説の群像｣
などの彫刻作品が芝生の中に設置されている｡ ま
た､ 奥まで突き進むと石狩川の堤防へと辿り着く
ようになっている｡
常盤公園を石狩川方向から反対側の入口から入
るとすぐ､ 千鳥ヶ池へと続く道が姿を表す｡ 真ん
中の道を挟むようにして､ 紅葉より黄や赤へと色
づいた旭川を象徴するナナカマドの木々が立ち並
んでいて美しい｡ その立ち並ぶナナカマドの木々
が創りだす影が何とも叙情的な雰囲気を醸し出し
ている｡ 訪れる人間の心の影に潜む邪心をまるで
反映させたような､ 見透かされたような空間の風
景構造である (写真４)｡ また､ 少しばかり奥に
進むと広大な円を縁取るように木々が植えられた
広場を前にする｡ この広場の中には､ 広場を縁取
るように存在する木々の下にただ幾つかのベンチ
が設置されているだけであり､ ただ広く何もない
空間である｡ このベンチに座ってしばしこの広場
を一望していると､ 夕日が全体にこの広場の中に
差し込み､ 姿が一変する｡ その時の夕日が差し込
んだ感じが､ 見る人間の心に邪心に突き刺さるよ
うな厳しさとも感じ､ また､ 照らし方によっては､
人の心を包みこんでいるような雰囲気にも捉えら
れ､ 不思議な空間としての風景で構成されている｡
この常盤公園を背景に作品にはこのように記され
ている｡
本当にかわいいのなら､ どうして母は別れたのかと思
う｡ 父と母が別れたのは､ つまりは子供より自分がかわ
いかったからではないかと､ 香也子は嘲笑したくなるの
だ｡ (『果て遠き丘』 文庫版294ページ)
ここは､ 主人公である香也子という世界中で自
分自身だけが幸せでありたいと思い､ 不毛の愛へ
と転落していく女性の幼い頃の過去が記されてい
る｡ また､ その女性自身このような屈折した主観
的な思考の持ち主となったのも､ 根本的な原因と
されるのは彼女の両親の離婚であった｡ この女性
は､ この場所で､ この風景を見ることで､ 今の自
分自身の根本的な原因となるものが何であったの
か､ そしてそれと同時に今の自分自身に対して心
中に問いかけている｡
この常盤公園の何もない広大な広場､ そしてナ
ナカマドの紅葉した木々や木々が絶妙に創りだす
影から､ 叙情的な感覚に陥るのである｡ この叙情
的な感覚ということこそ､ また三浦綾子が信仰す
るキリスト教への信仰心を深める場所そのもので
ある｡ 自分自身の心に問い､ 訴えかけていく｡ 自
分が今､ こうして生きていること自体がどのよう
なことを指すのか｡ 作品､ 『氷点』 と同じく､ 人
間の｢原罪｣を問うような場所としても存在する｡
そのような気持ちにさせてくれる場所として､ こ
の常盤公園を舞台に設定していると考えられる｡
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写真４ 常盤公園入口の風景
Ⅴ. 故郷を舞台とした作品からみる他の
作家の故郷感との比較
１. 『放浪記』 からみる林芙美子の故郷感との
比較
第Ⅱ章の三浦綾子の生涯を追ってみても､ 13年
間にわたる療養生活という病気による場所的制約
も大きいが､ 三浦綾子は誕生してから没年に至る
まで､ 作家人生としての取材旅行の他は､ ほとん
どといっていいほどに､ 生まれた土地すなわち故
郷を離れたことがない｡ いわば､ 地に根ざした生
活を送ってきた｡
そのような生活とは相反して､ 作家としての人
生で生涯を遂げた作家として､ 林芙美子 (1903～
1951) が知られる｡ 林芙美子の代表作の一つであ
る 『放浪記』 (昭和５年) は､ 自身の処女作では
ないが､ この作品により一躍流行作家となったの
であることからも､ 文壇デビュー作といってもよ
い｡
『放浪記』 は､ 林芙美子自身の自伝小説であり､
自身の人生観や生活を記している｡ 1903年に山口
県の下関で誕生し､ 両親の離婚､ そして一家の行
商生活から北九州を転々とするなど､ 林芙美子は
一つの場所に定住するということはなかった｡ 福
田 (1991) は､ この放浪を繰り返す作家林芙美子
の故郷という場所の在り方について述べた｡ 福田
は､ ここで放浪を繰り返す林芙美子の生涯と場所
の移動に深く着眼し､ その場所の移動の中でも比
較的長い７年間という間滞在していた広島県の尾
道での生活を追っていった｡ 林芙美子は､ 生涯旅
を好み､ 決して精神の放浪を失ったりはしなかっ
たが､ 尾道での生活では精神的な落ち着きをみせ
ていたし､ この地は自身に文学的な資質を見出し
た場所でもあった｡
福田は､ 林芙美子が故郷を持たないと言いなが
らも､ 一方では故郷のイメージを描いていること
に注目した｡ 旅による放浪という､ 故郷に暮らす
という行為から相反する､ すなわち地に根ざした
生活とは､ 逆の生活である地に根ざすことのない
生活を送るほどに､ 故郷に対しての憧れや執着の
念を抱いているということを考察した｡ また､ 故
郷を思い描く際に､ 『母』 のいる場所として捉え
ていることも明らかにした｡
そのような林芙美子と相反する作家である三浦
綾子は､ 北海道という故郷というものに対してど
のような捉え方をしていたのだろうか｡ 三浦綾子
にとって､ 新婚旅行と作家になってからの取材旅
行のほかは､ 北海道以外の場所経験は皆無である｡
三浦綾子には､ 作品の中にも表れているように､
この故郷に対して強い愛着があった｡ それは､
人間誰しもが持ち合わせているような故郷への愛
着を越えるほどの強いものであった｡
三浦綾子は､ 自身の著書で故郷に対して次のよ
うに語っている｡
わたしのふるさと旭川は､ 風がない｡ 従って台風をほ
とんど知らない｡ 地震もない｡ 梅雨もない｡ 大洪水もな
い｡ 四囲の山は青く､ 街を流れる美瑛､ 忠別の水も清い｡
大陸性気候で夏は暑いから､ 米がうまい｡ 大雪山のすぐ
近くで､ 日帰りできる温泉の景色がよい｡
と､ こう書いてくれば､ わがふるさとには悪いところ
がひとつもないように見える｡ だが､ 実はひとつある｡
夏は三十度をこえる暑さでも湿気が少なく､ 日が落ちる
とひんやりと涼しくなってしのぎやすいが､ 冬は実にな
んとも寒い｡
… (中略)
｢この寒さだけは､ いかにふるさとではあってもいただ
けない｡｣
(『遺された言葉』 121ページ)
ここでは､ 旭川について､ 北海道という日本の
中でも独特の気候から創りだされる自然の美しさ
を特に愛しく感じていたことが窺える｡ しかし一
方では､ 好ましいと愛着を感じていた部分のみで
はなく､ 旭川の冬の寒さについて非難したように
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も記されている｡ その他､ またもや､ 三浦綾子が
故郷という場所に対しての捉え方として､ 一見矛
盾しているのではないのかと匂わす箇所が自身の
著書で記されている｡
｢そんな寒い朝々を耐えて育つということは､ 精神的
にも必ずきたえられる何かがあるのではないだろうか｡
北海道の生んだ文学には､ 本庄陸男にしても島木健作､
小林多喜二などにしても､ そうしたきびしい冬を幾度も
くぐりぬけたものみが持つ凛列したきびしさがある｡｣
(『遺された言葉』 121ページ)
三浦綾子は､ 精神的にも必ずきたえられる何か､
そしてきびしい冬を幾度もくぐりぬけてきたもの
のみが持つ連立したさびしさというキーワードを､
自身の故郷である北海道について当てている｡ 一
方で否定しながらも､ そういった北海道の要素が､
最終的に自分自身の作家生活を送る上で役立って
いた｡ そして何よりも､ 自身が信仰するキリスト
教に対しての信仰には､ 厳しいものを乗り越える
といった要素が必要不可欠であったといえる｡ こ
の自身が信仰する宗教観もまた､ 故郷感に影響を
与えているのではないだろうか｡
林芙美子は､ ７年間滞在していた尾道に対して､
故郷への念を抱いていたが､ 確実たる故郷という
場所が存在しない｡ また､ 放浪を繰り返し､ 地に
根ざした生活から遠ざかれば遠ざかるほど､ 故郷
へのあこがれや執着心という念が強いものとなっ
ていた｡
当然､ 長い間故郷に住みつづけていた三浦綾子
の故郷感とは差異が生じる｡ 長い間故郷に住むと
いうことは､ その場所の特徴を毎日､ その場所の
｢良い点｣ と ｢欠点｣ と付き合い､ 関わり合って
暮らしていくことである｡ どのような部分が自分
にとって好ましい部分であり､ また逆にどのよう
な部分は好ましくないかということが明確になっ
てくるのである｡
しかし､ やがて ｢欠点｣ があってこそ ｢良い点｣
に気付かせられることになる｡ つまり､ ｢良い点｣
を愛せば愛するほどに､ それは ｢欠点｣ も愛して
いるということになる｡ そういった中で､ また
｢欠点｣ という存在を知らず知らずに認めている｡
三浦綾子の故郷にそれをあてていえば､ 雄大な自
然の美しさという故郷の ｢良い点｣ は､ 厳しい寒
さやさびしさという ｢欠点｣ の存在が故に成り立
つということである｡ そして､ あるものに対して
の ｢欠点｣ を受け入れ､ ｢良い点｣ をさらに愛す
るといった行為そのものが､ 自身の信仰するキリ
スト教の価値観にも通じている｡ このような見方
を三浦は抱いていたのではないだろうか｡
２. 『グスコーブドリの伝記』 からみる
宮澤賢治の故郷感との比較
故郷を舞台に設定し､ 文学作品を手がけた作家
として宮澤賢治 (1896～1933) がいる｡ 賢治の作
品の中には､ 故郷である岩手県 ｢イーハトーブ｣
を舞台にしたものが少なくない｡ そして､ 作品に
取り上げられた故郷は､ 理想としての故郷と､ 現
実の生活の場としての故郷に二分される｡
現実の生活の場としての故郷を踏まえて書かれ
た作品の代表作として 『グスコ―ブドリの伝記』
(1932) がある｡ この作品は､ 岩手県で実際に起
きた冷害による被害を題材としている｡ しかし､
実際にこの冷害による被害が起こった時期は､ 宮
澤賢治の誕生前であることに青山 (1985) は注目
した｡ それにもかかわらず､ この冷害を題材に作
品を描いているということは､ 宮澤賢治が如何に
冷害に対して関心を持っているのかといいうこと
を示すことになる｡ また､ このような環境下の中
で農民指導者として冷害を克服しようとしたに違
いないことも示した｡
宮澤賢治にとって冷害とは､ 自身が体験して得
た ｢場所のイメージ｣ というよりも､ むしろ地域
自体がもつ ｢場所のイメージ｣ のためということ
を明らかにした｡ また､ このような点に賢治は故
郷感を抱き､ 潜在するイメージをもとに､ それを
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作品中で克服することを描くことで､ 宮澤賢治の
夢を実現させている｡ 故郷を舞台とした現実に基
づく小説を創るという前提で､ 実際には宮澤賢治
の理想や夢を結論として描いている｡ このように
故郷という場所は､ 実際には経験していない過去
もその場所を故郷とする者にとっては､ 過去の歴
史として根強く自身の中に存在しているというこ
と､ そして故郷が理想や夢の場所として存在して
いることが明らかになる｡
このような青山の考察を踏まえて､ 三浦綾子の
作品を捉えなおしてみると､ 『泥流地帯』 (1977)
と 『続泥流地帯』 (1979) との関係が非常に類似
していることがわかる｡ この２つの作品中で題材
とされているのは､ 第ⅡやⅢ章でもふれたように､
1926 (大正15) 年に実際に起きた十勝岳の大爆発
である｡ それは三浦綾子が４歳のときに起こった
出来事であり､ 実体験としてはむしろ記憶に残っ
ていないという可能性のほうが高い｡ さらにこの
作品では火山からの泥流によって荒廃する大地に
悩まされる農民の青年を主人公にしている｡ それ
にもかかわらず､ 三浦綾子はなぜこれらを題材に
して描いたのであろうか｡
それは､ 宮澤賢治の場合と同様に､ 三浦綾子に
とっても､ 故郷とする旭川市からは近い上富良野
町に起きた出来事として､ 北海道の ｢場所のイメー
ジ｣ が存在していたからに他ならない｡ また､ そ
の ｢場所のイメージ｣ からくるものを題材にした
上で､ それらを克服していく農民に対しての願い
があったのではないだろうか｡ 作品中でも､ 噴火
の泥流による荒廃した大地に苦悩しながらも､ そ
うした現実にもめげずに､ 困難に立ち向かって､
現状を変えていこうとする農民である青年の苦悩
と成長を描き､ 結末では大地に新しく作物が実り､
それらが実現するところで終えている｡ このよう
に､ 三浦綾子は作品中に夢を描いていたのである｡
現在の上富良野町の農村の風景は､ 観光地にもさ
れるほどの美しい場所である｡ しかし､ 現在の美
しい姿はこの苦悩に満ちた生活を送る農民なしに
は成立しないということを示すためにも､ 作品と
して描いている｡ このように､ 三浦綾子にとって
も､ 故郷である北海道について､ 実体験によるも
のではなく､ それ以前から導き出される故郷の潜
在する ｢場所のイメージ｣ を題材として描くこと
で､ 同時に故郷に対する夢を描いている｡ 故郷は
また､ 三浦綾子にとって夢の場所であることがい
える｡
３. 『津軽』 からみる太宰治の故郷感との比較
重くどんよりとした雰囲気を醸し出すようなイ
メージを読者に抱かせる太宰治の作品の数々の中
で､ 一変した彩光を放つといってもよいのが､ こ
の作品 『津軽』 である｡ 昭和19年にこの作品は発
表され､ その４年後には､ 命を絶たねばならなく
なった太宰治の心中にこの作品､ 故郷,津軽の旅の
記憶は､ 彼の中にどのようなものを齎したもので
あったのか｡ 太宰は､ 故郷津軽を旅する理由とし
て作品中にこう記している｡
｢ね､ なぜ旅に出るの？｣
｢苦しいからさ｣｡
…中略
生きているうちに､ いちど自分の生まれた地方の隅々ま
で見て置きたくて
…中略
津軽人としてのわたしをつかまうとする念願､ 津軽人と
は､ どんなものであったか､ それを見極めたくて旅に出
た｡ (『津軽』 文庫版32ページ)
苦しいから旅にでる､ そして自分自身が生まれ
育った場所を生きているうちに隅々まで見ておき
たいという思い｡ 彼の心中には常に ｢死｣ という
存在があった｡ 本来なら､ 人間の全ての終わりを
意味する ｢死｣ を常に意識することで､ ｢生｣､ 生
きるというものの活力へと転換させていった｡
｢死｣ というものを常に意識する人生の中でも､
この旅の理由としての ｢苦しい｣ という記述から､
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極めて強く ｢死｣ の意識が高まっていた時期とも
いえるのではないだろうか｡
そんな人生の中でも極めて ｢死｣ を意識した時
期に､ 故郷を訪れたいという思いは､ 誰しもが抱
き持つ､ 他にもない ｢故郷愛｣ であることに他な
らない｡ また､ ｢死｣ というものに相反する存在
の ｢生｣､ それこそが故郷であり､ ｢死｣ から救い
出される唯一の存在にしたいという願望がそこに
あったかもしれない｡ 旅の中で､ 太宰は懐かしい
人物や事物との再会を果たす｡ その時のことを､
作品中にこう記している｡
平和とは､ こんな気持ちの事をいうのであらうか｡ も
し､ さうなら､ 私はこの時､ 生まれてはじめての心の平
和を体験したといってもよい｡
(『津軽』 文庫版154ページ)
この記述から､ はじめての心の平和ともあるよ
うに､ 旅のはじめは､ ｢死｣ という存在が極めて
強い状態であったのにもかかわらず､ 旅の出来事
から､ はじめて人間の温かさに触れ､ 心の温もり
を感じることができた太宰自身の心中には､ 究極
の ｢死｣ という存在から､ 唯一光を照らす ｢生｣
ある存在を､ そこから見出したに違いない｡
人間である自分自身｡ 生ある生き物が誕生し､
様々な経験を残した場所である故郷｡ 生まれた場
所だという､ そのまぎれもない明らかな事実､ そ
こで暮らしたという経験という証は､ 太宰の心中
に常に存在していた ｢死｣ に強く訴える何かがあっ
たはずである｡ 人間誰しも故郷愛は少なからず抱
くものであり､ また故郷を憎めども､ 最終的には
故郷という存在に知らずのうちに縛られるもので
ある｡
一方､ 三浦綾子は長い闘病生活に苦しみ､ また
幼い頃に妹を失うとことで､ ｢死｣ というものを
意識したことがある｡ 数少ない旅行も､ 故郷であ
る北海道が大半であり､ 作品の中でも生まれ育っ
た旭川が数多く登場する｡ 住み慣れた場所という
観点から細かい風景や場所の描写がされていると
もいえる｡ しかしその傍らで､ 住み慣れた場所で
あるが､ 長い闘病生活からも ｢死｣ という存在を
意識することがあったことからこそ､ 普段丈夫な
時には感じるとることがない､ 些細な部分､ 一瞬
一瞬を深く細かく､ 且つ鋭い視点で描写すること
ができたのではないだろうか｡
Ⅵ. 信仰を深める場所としての北海道
１. 春光台
三浦綾子の作品は､ キリスト教への信仰心など
をテーマにしたものが多く､ また本人もキリスト
教 (プロテスタント) 者である｡ 作品中からも本
人の強い信仰心がしばしば窺え､ その精神は幼い
頃から､ 本人の心中にしみこまれ､ 築き上げられ
てきたもののようにも感じるが､ 実際に本人が信
者となる洗礼を受けたのは成人してからのことで
ある｡
洗礼を受けることになったきっかけは､ 三浦綾
子の二つ年上で小学生当時､ 綾子の家の隣に住ん
でいた敬虔なキリスト教信者､ 前川正の影響であ
る｡ この前川と綾子が脊椎カリエスの闘病生活中､
入院していた際に偶然の再会を果たす｡ その当時
医学生であった前川は､ 同じ結核患者の綾子を訪
問する｡ その頃の綾子は､ 病室での飲酒や喫煙､
他の男性との二重婚約と､ 捨て鉢な暮らしの極み
にあり､ 根気よく前川は立ち直らせようとするが､
綾子自身は毒づくばかりであり､ 海への入水自殺
まで図るというほどであった｡ この状態を深く嘆
いた前川は､ 旭川市街を一望できる丘に綾子を誘
い出した｡ それは新緑がまぶしい初夏であった｡
懸命に ｢生｣ を諭す前川を､ 綾子は皮肉な目で眺
めながらたばこに火をつける｡ 彼は傍にあった小
石を拾い上げると､ 突然自分の足をゴツンゴツン
と続けざまに打ち､ ｢信仰のうすいぼくには､ あ
なたを救う力のないことを思い知らされた｡ だか
ら､ 不甲斐ない自分を罰するために､ こうして自
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分を打ちつけてやるのです－｣ 足を血だらけにし
て泣く前川の姿に打たれ､ やがて綾子は改心し､
信仰の道へ傾倒していくこととなる｡ その際の出
来事を自身の自伝小説 『道ありき』 (1969) でも
記している｡
ある日彼は､ わたしを春光台の丘に誘った｡ 萩の花の
多いその丘は､ 萩ケ丘とも呼ばれていた｡ 六月も終わり
に近い緑は､ したたるように美しく､ 二人のゆくてに小
リスがちょろりちょろりと太いシッポを見せていた｡ 郭
公が遠く近くで啼いているその丘は､ 元陸軍の演習場で
もあった｡ 一軒の家もなく､ 見渡す限りただ緑の野に､
所々楢の木が丈高く立っている｡ この丘は､ 徳富蘆花の
小説､ ｢寄生木｣ の主人公篠原良平が､ 恋人の傷手に泣
きながら彷徨した丘でもある｡ この丘はめったに来る人
もなく､ その日も丘には人影はなかった｡ 旭川の街が､
六月の日の下に､ 眠っているように静かだった｡
・・・ (中略)
自分を責めて､ 自分の身に石を打つ姿の背後に､ わた
しはかつて知らなかった光を見たような気がした｡ 彼の
背後にある不思議な光は何だろうと､ わたしは思った｡
それは､ あるいはキリスト教ではないかと思いながら､
わたしを女としてではなく､ 人間として人格として愛し
てくれたこの人の信ずるキリストを､ わたしはわたしな
りに尋ね求めたいと思った｡
丘の上で､ 吾とわが身を打ちつけた前川正の､ わたし
への愛だけは､ 信じなければならないと思った｡ もし信
ずることができなければ､ それは､ わたしという人間の､
ほんとうの終わりのような気がしたのである｡
(『道ありき ＜青春編＞』 文庫版77ページ)
その時の丘は､ いまもなお存在する (写真５)｡
第Ⅱ章でもふれたように､ この前川とは婚約する
が､ 1954年に肺結核悪化により帰らぬ人となる｡
その後も三浦綾子の中には常に前川正氏が存在し
ていた｡ そうでなければ､ これだけの敬虔なキリ
スト教信者になるはずもなく､ そして自分自身の
作品にも信仰心をテーマにしたものが生まれてこ
ないはすである｡
三浦綾子にとっての故郷を捉える際に､ この前
川正の存在は切り離すことのできないものである｡
放浪を繰り返していた作家で代表される林芙美子
が故郷を捉える際に母親を思い描くといったよう
に､ 三浦綾子は故郷を捉える際に前川正との思い
出の場所と感じるのではないだろうか｡ 自分の人
生に多大な影響を与えた存在､ 前川正が居た場所､
前川正との思い出が詰まった場所､ そうであるか
らこそこの旭川を特別な､ 更にはキリスト教への
信仰心をより深くする神聖な場所であったに違い
ない｡
この春光台という場所は､ その後の作家として
の人生を歩むようになってからも､ 作品の舞台と
して使用されている｡ 具体的な作品として例にあ
げると､ 『積木の箱』 (1968) でも舞台として使用
されている｡ この作品では､ 春光台という場所が
文章中に記されているというわけではないが､ こ
の場所を背景に記された部分が存在する (三浦綾
子記念文学館の展示より)｡
いくら牧師が全員まじめに生徒を導こうとしたところ
で､ 家庭が動揺していてはどうにもしいようがない｡
積木細工のようにがらがらと揺れてしまうのだ｡
(『積木の箱』 文庫版247ページ)
『積木の箱』 は､ 第Ⅳ章でも記したように､ ほ
んとうの教育とは何かと求め､ 思い悩む誠実な中
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写真５ 春光台からの風景
学校教師と荒廃した家庭の中で､ やり場のない反
抗心をつのらせていく中学生を主人公に､ 無垢な
魂による救いを大きなテーマとして描いている作
品であるが､ その中で､ この春光台という場所を
背景にしたこの部分は､ 実際にこの春光台の丘に
立つことで､ 居場所の持たぬ現代人の孤独と絶望
の生を浮き掘りにしていることの象徴でもある｡
そして､ この主人公の中学生は､ ここからの風景
を見て､ そこから再生の道を探って生きていく｡
まさに三浦綾子自身の､ 前田正に導かれ改心し
た際と同様なかたちで作品に描かれている｡ 人を
改心させ､ 再生の道を歩ませてくれるような場所
の象徴として､ この春光台という場所を用いてい
る｡ 三浦綾子は､ 自身を改心させた春光台という
この場所を作品の中で復活させ描いていくことで､
その際の出来事の記憶を鮮明なものにさせ､ そし
て信仰を更に深めていったのであろう｡
２. 大雪山を望む場所
春光台の他に､ 三浦綾子自身が信仰を深める場
所として存在していただろうと思われる場所とし
て､ 大雪山を望む場所がある｡ それは､ キリスト
教の信仰を志すようになった後のことではなく､
幼少期や少女期の頃から存在していたとも思われ
る｡ 三浦綾子は､ 自身の著作でこのように記して
いる｡
小学校四年の秋から､ 私は朝夕､ 牛乳配達をするよう
になった｡ 毎朝､ 牛朱別川堤防を左に数百メートル歩い
て新旭川地区に入る｡ そのころ､ 私は初めて息をのむ程
の美しい大雪山を見た｡ 初雪を冠った大雪山､ それは白
く輝き高貴であった｡ 山は必ずしも緑ではないことを私
は知った｡ また､ 稜線必ずしも弧を描くものではないこ
とも知らされた｡
旭川のどの学校の校歌にも大雪山が詠いこまれている｡
私の通っていた大成小学校の応援歌にも
天は晴れたり 地は緑
秀嶺高く 輝やきて
という言葉があった｡ 私はその ｢秀嶺高く輝やく｣ 大
雪山を､ 牛乳配達の朝々見るようになった｡ この頃から､
私の胸には白く輝く汚れなきものとして宿るようになっ
た｡
｢吾山に向て目を上ぐわが助けはいづこより来たるや｣
と聖書の詩篇に詠われているが､ 私は心を低くし､ 目
を上げて眺めることのできる山のある街に生まれた幸せ
を思う｡ 高さ､ 清さ､ それは罪深い私にとって必要欠く
べからざる存在なのである｡
(『大雪山と私』､ 北海道新聞 (1984年７月10日付) から)
三浦綾子は､ ここで大雪山を表すキーワードと
して ｢白く輝く汚れなきもの｣ と ｢心を低くし､
目を上げて眺めることのできる山｣､ ｢高さ､ 清さ
それは罪深い私にとって必要欠くべからざる存在｣
と記している｡ 白く輝く汚れなきものは､ 正に自
身が信仰するキリスト教の聖母マリアの象徴とも
なる白百合の花のようにもうかがえ､ そして罪深
い自分自身の心を洗うようなものは､ 正にキリス
トそのものであり､ 必要不可欠なものということ
は､ それを見ることによって､ 自身の信仰を深め
させるようなものと述べているようなものである｡
また､ この記述の中で､ 大雪山を聖書の詩篇を連
想させていることからも､ その表れが強くなって
いる｡ 自身の作品の中でも､ 度々､ 大雪山を望む
風景は登場する｡
高砂台は辻口家の川向うの山つづきの台地である｡ 高
砂台はレストハウスや､ タワーがあった｡ レストハウス
の前で車を降りると､ ｢すばらしい眺めだ｣
と､ 北原が目を細めた｡ 旭川の町が一望の下に見える｡
遠くに夕日を受けた大雪山の連峰が紫色にさしかかった
美しい色をしていた｡
(『氷点 下』 文庫版､ 173ページ)
このように 『氷点』 という作品の中だけでみて
も､ 上記の他に５箇所以上大雪山を背景に記した
部分がある｡ 『氷点』 という作品は､ ｢原罪｣ とい
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う人間の根源を問うテーマとされていることから
も､ やはり､ 大雪山を背景に描くことで､ 大雪山
を望む場所を改めて自身の信仰を深めていく場所
としていたのだろう｡ また､ 自身が信仰するキリ
スト教に関わらず､ 古くからは人間にとって自然
崇拝の場所として親しまれてきたことからも､ キ
リスト教の信仰の以前の人間として三浦綾子の崇
拝がこの大雪山に込められていた部分もあるだろ
う｡
このように､ 三浦綾子にとって､ 大雪山､ そし
てそれが望める旭川は､ 自身の信仰を深める場所
であったといえる｡
Ⅶ. 結びにかえて
本稿は､ 作家三浦綾子にとって北海道という場
所がどのような場所であったのか､ また彼女が北
海道を多くの作品で舞台とした要因は何かという
点を明らかにすることを目的に展開してきた｡
まず第Ⅱ章では､ 作家である三浦綾子の生涯と
照らし合わせて追っていくこととした｡ そしてそ
の中で､ 幼い時に失った妹の存在や､ 短い教師生
活､ そして13年間という長い闘病生活による苦悩
の日々､ 荒廃した生活の中で自身を改心させキリ
スト教への信仰へ導いた前田正の存在とその死､
夫となった三浦光世との出逢いが浮き上がった｡
これらの出来事は作家となったのちの作品に反映
され､ その出来事がたとえマイナス的な出来事
(実妹の死等) であっても､ 作品の中でそれらに
命を吹き込み復活させることでプラスなものへと
転じさせ､ 三浦綾子の心中に常に生きた存在とし
て焼きつけさせていた｡ この行為そのものが､ 三
浦綾子にとって生きることのバイタリティーでも
あった｡
さらに､ 自身の生涯に起こった出来事の他にも､
『塩狩峠』 や 『泥流地帯』 のように北海道で起こっ
た事件や出来事をもとに創作していることが見ら
れた｡ そこでは､ 実際に事件の起こった場所を扱
い､ そこで苦悩や困難に立ち向かう姿や人間の根
源を描くことで､ 自身の信仰するキリスト教への
信仰心に結びつけ､ 作品の結末でそれらを克服す
ることで信仰心を更に深いものとしていった｡
また､ 『氷点』 で主な舞台とされている見本林
は自身の小学校時代や女学校時代に訪れた際の記
憶に残る特別な場所であったことからも､ 作品に
それらを描くことで､ よりその場所に愛着心を傾
けるとともに､ 陽の射しこみ方一つで変貌する空
間を表現し､ 人間の心中の表と裏､ 人間の根源を
描こうとし､ そうすることで自身の信仰心を更に
深いものとしていった｡
第Ⅲ章では､ 三浦綾子以外の文学者が北海道を
舞台として創作した文学作品から､ そこに描かれ
る北海道のイメージが ｢明・開のイメージ｣ と
｢暗・陰のイメージ｣ に分類されることを示した｡
このことは､ 三浦綾子の作品についても同様だと
考えられ､ それについては第Ⅴ章で詳しく述べる｡
第Ⅳ章では､ 三浦綾子の代表作品の舞台となっ
た場所について､ その場所が作品の中でどのよう
な場面に登場し､ どのように描写されているのか
といったことを追った｡ その結果､ 人間の根源を
指す場面､ そして主人公が自分の心中に何か問い
かけをする場面など､ 人間の心中を指すものや､
苦悩や困難に立ち向かう背景として､ これらの場
所が使用されていることが大半であることがわかっ
た｡ それは自身の信仰するキリスト教への信仰心
の表れであるとも見ることができる｡ 三浦綾子が
作品の執筆自体を信仰心を深めていく行為や伝道
としていたことからも､ 北海道を信仰を深める場
所として描いていることが明らかになった｡
第Ⅴ章では､ 他の故郷を舞台としている作家し
て林芙美子､ 宮澤賢治､ 太宰治を取り上げ､ 三浦
綾子の場合とその故郷感の比較を行った｡
そして第Ⅵ章では､ 三浦綾子の生涯の中でも重
要な人物である前田正との関係から､ 旭川にある
春光台という場所に着眼した｡ この場所は､ 三浦
綾子をキリスト教の信仰へと導くきっかけとなっ
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た場所であり､ 且つ前田正氏との思い出の場所で
もある｡ この春光台という場所は作品の舞台とし
て､ その作品の主人公が改心させる場所として使
用されていることからも､ 信仰を深める場所とし
て存在していたことがわかった｡ 作品の中で描く
ことでこの思いを刻印していったのである｡ 同様
に､ 大雪山が望める風景にもこのような思いが隠
されていることが明らかになった｡
以上のことから､ 三浦綾子にとって作品の舞台
としている北海道は､ 故郷への愛着心がつまった
場所､ そして自身が信仰するキリスト教への信仰
を深める場所として存在していたことがわかった｡
地に根ざした者にとって故郷とは､ 故郷の ｢欠点｣
を受け入れてこそ ｢良点｣ を愛することのできる
場所､ という相互性が関連することも明らかになっ
た｡
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